


創業理念

成長理念

1. 技術集約会社
2. 旺盛なバイタリティー
3. リスクに果敢にチャレンジする
4. 少数精鋭主義

究極の理念

～より多く社会に貢献するために～
1. 社員・グループの成長
2. 全員経営・連携と競争 
3. SDGs経営の推進
4. 納税額の拡大

1. 社員の豊かさを追求する（経済的、精神的）
2. 国・地方自治体により多く納税する
3. 新製品の創造・提供
4. 地域社会への貢献
5. 株主を優遇する
6. 環境保全のため省資源・省エネルギーを図る

2

継続発展

社会貢献

SDGs
持続可能な社会へ

ワイエイシイホールディングス
グループ傘下全20社
国内11社（国内孫会社3社）
海外2社（海外孫会社4社）
（2025年4月1日現在）

コア技術

コア技術

コア技術
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トップメッセージ

の戦略を進めてまいります。
　当社は、米国ライナスバイオテクノロジー社との連携の
もと、自閉症、アルツハイマー型認知症、うつ病など、様々
な疾病を早期発見するビジネスの開始に向かって着々と
準備を進めております。病気に苦しむ多くの人や、そのご家
族の希望となるよう、早期の事業化を目指してまいります。
　このほかにも、SDGsの理念に即した量産新製品の開発
を複数、強力に進めております。これら新製品の進捗は随
時報告させていただいておりますので、楽しみにお待ちく
ださい。また、従来のB to Bに加え、B to Cへの積極的展
開も視野に入れ、成長への加速を図ってまいります。
なお、2025年度の年間配当につきましては、前年度実績

（1株当たり年間37.5円）に対して2.5円増配となる年間
40円を予定しております（当社は2025年1月1日付で
1：2の株式分割を実施いたしましたので、当該分割を考慮
した金額で記載しております）。
　株主の皆様におかれましては、これからも引き続きご指
導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　2025年7月

　株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上
げます。
平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

ここに『第53期ビジネスレポート』をお届けいたします。
　当期における製造業の概況は、自動車や半導体分野が
堅調に推移し、円安効果や海外需要の回復も追い風とな
りました。一方で、原材料や人件費の高騰及び人手不足と
いった課題に直面する等、総じて緩やかな回復基調で推移
しました。
　当期における当社の状況は、前期比で減収・減益とな
りましたが、受注高は大幅に増加し、これに伴う受注残の
増加により減益分を補い、実質的には前期並みの営業利
益水準を確保できたと考えております。
　さて、2025年度（第54期）の業績見通しにつきまして
は、売上300億円、営業利益20億円とさせていただきまし
た。まずはこの数字を確実に全うすべく、邁進してまいりま
す。また、中期的な目標として2030年に1,000億円企業
の仲間入りを、さらに長期的な目標として、創立100周年
（2073年）に3兆円企業を掲げ、これらの達成を図るため

さあ今日も、
ときめきと感動の
日々であれ！

代表取締役会長兼社長

百瀬 武文

1973年制定

1985年制定

2020年制定

パワー半導体素子用
レーザアニーラ

ICハンドラー

エンボスキャリアテープ

レーザ、イオンビーム技術
切断技術
精密研磨、ハンドリング技術
薬液応用技術
高速ハンドリング、キャリアテープ技術

ワイエイシイグループは、様々な産業の専門分野で、
人々の生活に安心と豊かさを与える製品と
その「製造装置や各種機器」を生み出す
プロフェッショナルな企業の集合体です。

市場の変化に対応し、ビジネスの親和性を考慮したグループ再編を実施すること
で、セグメント内の各社がより強いシナジーを発揮できる体制を整えました。
※1 JEインターナショナル（株）並びに（株）GDテックは、半導体・メカトロニクス関連事業から環境・社会インフラ関連事業へ変更
※2 YAC Systems Singapore Pte Ltd.は、半導体・メカトロニクス関連事業から医療・ヘルスケア関連事業へ変更
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縦型熱処理炉フラットパネルディスプレイ用
ドライエッチング装置

人体フォーマー

環境・社会インフラ関連事業
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TTホールディングス株式会社
　　　　株式会社テクノオプティス
ワイエイシイマシナリー株式会社
瓦愛新（上海）国際貿易有限公司

切断技術

2025年4月1日より、各セグメント下の構成会社を変更いたしました。

工業計器技術
制御通信技術
精密加熱技術
ドライエッチング技術
衣類のクリニーング自動仕上げ技術
リネンサプライ／アパレルのフィルム・炭素繊維・発泡素材関連技術
自動光学検査技術
光計測技術

環境・
社会インフラ
関連事業
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自動光学検査技術
光計測技術

環境・
社会インフラ
関連事業
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営業状況

　当連結会計年度（2024年4月1日から2025年3月31日）
における世界経済は、金融緩和政策や貿易の回復、インフレ
の沈静化により底堅い成長を維持しました。米国経済も内
需を中心に堅調に推移しましたが、トランプ政権発足後、貿
易ルールの変更等の政策に対する不安が増加しました。
　一方、日本経済は内需の回復や企業の設備投資により緩
やかに成長しました。
　アジア経済圏では、東南アジア諸国が内需拡大や輸出の
回復により成長が顕著であったものの、中国経済は米中対
立も加わり成長が鈍化しました。　

　このような経済環境のもと、当社グループは、刻々と変化
する顧客ニーズを捉えた装置の開発と販売・新ビジネスの
開始に向けて努めてまいりました。
　その結果、売上高は230億41百万円（前連結会計年度比
14.1％減）、営業利益13億54百万円（同32.5％減）、経常利
益11億24百万円（同45.8％減）、親会社株主に帰属する当
期純利益5億59百万円（同60.5％減）となりました。

　当社グループは1973年5月の創業以来、持続的な発展
を目指し、より強固なグループの構築を進めております。

経営の現状と次期見通し

グループ会社の再編や効率化によりコスト削減を進めると
ともに、社会で必要とされる新製品の開発、サービスの提
供に努めてまいります。刻々と変化する事業環境のなか、
より安定した成長を目指すために、事業ポートフォリオの
改編と戦略的M&Aを実施し、事業の拡大を図ってまいり
ます。なお、貿易ルールの変更による影響は限定的であり
ます。
　次期の業績は、連結ベースで売上高300億円、営業利益
20億円、経常利益18億円、親会社株主に帰属する当期純
利益12億円を予想しております。

事業概況

セグメント別売上高

連結財務ハイライト
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営 業 利 益
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　既存の製品を含めた透析装置の販売増、微生物用自動染色
分析器の開発と販売が実現しました。資材価格高騰分の販売
価格への転嫁に努めましたが、新透析装置の販売開始の遅れ
と改良に伴う経費増加の影響を受けました。

　車載用半導体関連の不調、それに伴う顧客の量産後ろ倒しに
よる影響がありましたが、イオンミリング装置やクリーンコンベ
ア関連は好調に推移し、光学検査装置の復調も見られました。
　これらの結果、売上高は113億77百万円（組替後前連結会計
年度比3.3％増）となり、セグメント利益は10億6百万円（同
8.0％増）となりました。 　顧客先の投資の先送りや新製品開発の遅延により、上期は

厳しい状況となりました。制御通信機器やアニール装置におけ
る大型受注、新たな開発案件の獲得、さらにはグループ内協業
の好事例などによる好転も見られましたが、上期の低調な業績
を回復するには至りませんでした。
　これらの結果、売上高は66億41百万円（組替後前連結会計
年度比35.4％減）となり、セグメント利益は2億35百万円（同
77.7％減）となりました。

　これらの結果、売上高は50億22百万円（組替後前連結会計
年度比8.8％減）となり、セグメント利益は4億15百万円（同
18.3％減）となりました。

（半導体製造装置をはじめ、その生産ラインや関連商品）
半導体・メカトロニクス関連事業

医療・ヘルスケア関連事業
（医療用機器、電子機器製造、毛髪エクスポソーム解析及びバイオマーカー開発）

環境・社会インフラ関連事業
（電力インフラ用工業計器・産業通信機器製造や脱プラスティック装置、クリーニング機械等）

（単位：百万円）
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※当社は2025年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、第51期（2023年3月期）の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。

※2025年１月１日付で実施した１:２の株式分割を遡及した金額で作成

868.65※

※当社は、2025年4月1日より事業セグメント構成会社の変更を行っておりますが、ここでは変更前の構成で数値を算出しております。
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株 主 名 持株数（千株） 持株比率（％）
株式会社モモタケ
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
百瀬　武文
松井証券株式会社
河合　保明
セントラル短資株式会社
鶴田　亮司
株式会社日本カストディ銀行（信託口）
山下　良久
株式ロマン会

2,440
1,903
661
314
254
236
233
232
178
166

13.25
10.34
3.59
1.71
1.38
1.29
1.27
1.26
0.97
0.90

※当社は、自己株式を1,099,608株保有しておりますが、大株主からは除外しております。
※持株比率は自己株式を控除して計算しております。

（合計 19,517,894株）

（12,740,867株）

個人・その他
65.28%

（2,546,100株）
金融機関 13.04%

（392,590株）
外国法人等 2.01%

（851,337株）
証券会社 4.36%

（2,987,000株）
法人 15.30%

5

トピックス

株式の状況

所有株式数分布状況

大株主

※

会社が発行する株式の総数
発行済株式の総数
当期末現在の株主数
　個人・その他
　法人
　金融機関
　証券会社
　外国法人等

8,261名
8,085名
68名
13名
37名
58名

34,388,000株
19,517,894株

12,740,867株
2,987,000株
2,546,100株
851,337株
392,590株

※自己株式を含みます。

グループシナジーを活かした展開を予定

連結財務諸表（要旨）

連結貸借対照表 連結損益計算書

連結キャッシュ・フロー計算書

科　目

【資産の部】

【負債の部】

【純資産の部】

流動資産

固定資産

有形固定資産

　無形固定資産

　投資その他の資産

資産合計

流動負債

固定負債

負債合計

株主資本

その他の包括利益累計額

新株予約権

非支配株主持分

純資産合計

負債純資産合計

26,809

19,709

5,093

2,006

260

191

2,074

280

2

2,353

935

1,417

－

1,417

23,041

16,485

5,201

1,354

144

375

1,124

73

25

1,172

602

569

10

559

882

△2,178

2,252

49

1,005

6,552

－

7,558

2,670

△1,077

△2,069

72

△404

7,558

△58

7,094

当期
2025年3月31日現在

前期
2024年3月31日現在 科　目

（単位:百万円） （単位:百万円）

（単位:百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

売上高

売上原価

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

法人税等

当期純利益

非支配株主に帰属する当期純利益

33,013

10,814

7,388

997

2,427

43,827

15,665

11,171

26,837

16,530

 421

37

－

16,989

43,827

29,760

11,325

7,266

838

3,221

41,086

15,011

8,980

23,992

16,403

 474

37

177

17,093

41,086

当期
自 2024年4月1日
至 2025年3月31日

前期
自 2023年4月1日
至 2024年3月31日

当期
自 2024年4月1日
至 2025年3月31日

前期
自 2023年4月1日
至 2024年3月31日

科　目

税金等調整前当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

6

株式の状況（2025年3月31日現在）

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び
現金同等物の期首残高増減額（△は減少）

新規グループ会社　株式会社テクノオプティスのご紹介

テクノオプティス

当社は、株式会社トプコンテクノハウス（以下、テクノハウス社）の株式を100％保有するTTホールディングス株式会社※の一部株式
（67％）を2025年1月31日付で取得し、これによりテクノハウス社が新たに当社グループに加わることとなりました。テクノハウス社
は、２D分光放射計や色彩輝度計、照度計等の光計測機器に関する先端技術を有しております。
2025年4月1日をもちまして、テクノハウス社は「株式会社テクノオプティス」と商号変更いたしました。ワイエイシイグループの
機械装置開発技術や販売力との融合により、今後さらなる事業の発展とグループ全体の業績拡大を図ってまいります。

ーテクノオプティス概要ー

※TTホールディングス株式会社は、ACAセカンダリーズ株式会社が運営するファンド（ACAセカンダリ―ズ1号投資事業有限責任組合）が設立した特別目的会社であり、
株式会社テクノオプティスの運営管理を行っています。

株式会社テクノオプティス　ホームページ

　このたび、私たち株式会社テク
ノオプティスは、新たにワイエイシ
イグループの一員となりました。
　当社は、分光技術を核とした光
計測分野において、50年以上に
わたり経験と実績を培ってきた、
光計測器の専門メーカーです。 
自社開発・設計の光学デバイス
を搭載した光計測機器（輝度計・
照度計）を中心に、自動車、ディス
プレイ、各種IT機器、照明・光源などの業界向けに、高精度な
光計測ソリューションを提供しています。近年、この分野におけ
る技術革新は飛躍的な進歩を遂げており、それに伴い、お客
様製品の光品質を支える光計測技術にも、より高精度かつ多
機能化が求められています。私たちは、高精度・高信頼性を
追求しながら、光計測技術のさらなる深化・進化を目指すと
ともに、常にお客様の声に耳を傾け、創造力と技術力を結集し
て課題解決に取り組んでいます。
　また、ワイエイシイメカトロニクス社やJEインターナショナ
ル社をはじめ、ワイエイシイグループ各社との連携により、技
術シナジーを最大限に活かし、新たな製品創出にも積極的に
取り組む所存です。
　今後もテクノオプティスは、光計測技術の革新を追い続け、
社会に貢献し続ける企業を目指してまいります。

非破壊・非接触で光源や物体の特性
を高精度に500万ポイントの分光評
価が可能。

・計測技術
・光学技術
・光学応用技術
・画像応用技術

2D分光放射計　
SR-5100 シリーズ

代表取締役社長　大出 顕

当社は、株式会社トプコンテクノハウス（以下、テクノハウス社）の株式を100％保有するTTホールディングス株式会社※の一部株式

新規グループ会社　株式会社テクノオプティスのご紹介

その他製品情報等はこちらをご覧ください。

▲

コアテクノロジー
・ディスプレイ
・自動車
・照明
・各種研究機関
・その他

事業分野

製品例

光計測器に関わるサービスを、お客様の
ニーズに合わせて提供。長年にわたり蓄積
された光学のコア技術を用いて、画期的な
新製品を創出し幅広い分野の多様なニーズ
にお応えし続けています。

ワイエイシイメカトロニクス
×

テクノオプティス

JEインターナショナル
×

テクノオプティス
テクノオプティス社の製品を組みこんだ

新装置を開発中 ！
コラボレーションした
新商品を開発中 ！

株式会社テクノオプティス　
代表取締役社長　ごあいさつ

ワイエイシイグループさらなる拡大へ

YACグループ

新商品創出
グループ
成長加速

製品力
アップ

設計コラボ

開発協力

テクノオプティステクノオプティス
技術共有



株 主 名 持株数（千株） 持株比率（％）
株式会社モモタケ
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
百瀬　武文
松井証券株式会社
河合　保明
セントラル短資株式会社
鶴田　亮司
株式会社日本カストディ銀行（信託口）
山下　良久
株式ロマン会

2,440
1,903
661
314
254
236
233
232
178
166

13.25
10.34
3.59
1.71
1.38
1.29
1.27
1.26
0.97
0.90

※当社は、自己株式を1,099,608株保有しておりますが、大株主からは除外しております。
※持株比率は自己株式を控除して計算しております。

（合計 19,517,894株）

（12,740,867株）

個人・その他
65.28%

（2,546,100株）
金融機関 13.04%

（392,590株）
外国法人等 2.01%

（851,337株）
証券会社 4.36%

（2,987,000株）
法人 15.30%
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トピックス

株式の状況

所有株式数分布状況

大株主

※

会社が発行する株式の総数
発行済株式の総数
当期末現在の株主数
　個人・その他
　法人
　金融機関
　証券会社
　外国法人等
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68名
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34,388,000株
19,517,894株

12,740,867株
2,987,000株
2,546,100株
851,337株
392,590株

※自己株式を含みます。

グループシナジーを活かした展開を予定

連結財務諸表（要旨）

連結貸借対照表 連結損益計算書

連結キャッシュ・フロー計算書
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負債純資産合計
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260
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2,074
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2

2,353
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1,417

－
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1,354
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375
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569

10
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△2,178
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－
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当期
2025年3月31日現在
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現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）

現金及び現金同等物の期首残高
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－
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15,011
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当期
自 2024年4月1日
至 2025年3月31日

前期
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至 2024年3月31日

当期
自 2024年4月1日
至 2025年3月31日
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自 2023年4月1日
至 2024年3月31日

科　目

税金等調整前当期純利益
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術シナジーを最大限に活かし、新たな製品創出にも積極的に
取り組む所存です。
　今後もテクノオプティスは、光計測技術の革新を追い続け、
社会に貢献し続ける企業を目指してまいります。
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価が可能。

・計測技術
・光学技術
・光学応用技術
・画像応用技術

2D分光放射計　
SR-5100 シリーズ

代表取締役社長　大出 顕

新規グループ会社　株式会社テクノオプティスのご紹介

その他製品情報等はこちらをご覧ください。

▲

コアテクノロジー
・ディスプレイ
・自動車
・照明
・各種研究機関
・その他

事業分野

製品例
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東証プライム　証券コード：6298

Advancing Company YAC4月1日～翌年3月31日
3月31日
9月30日
毎年６月
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
TEL 0120-232-711（通話料無料）
郵送先  〒137-8081 新東京郵便局私書箱29号  
　　　　　　　　　　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部

東京証券取引所
電子公告により行います
公告掲載ＵＲＬ　https://www.yac.co.jp
（ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告
 いたします。）

（ご注意）

事 業 年 度

期末配当金受領株主確定日

中間配当金受領株主確定日

定 時 株 主 総 会

株 主 名 簿 管 理 人

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所

公 告 の 方 法

https://www.yac.co.jp

ワイエイシイ 検索検索

ホームページのご紹介
株主・個人投資家の方々に対しての

当社の状況をわかりやすく伝えたコンテンツを
提供しております。

または、 で検索ください。〒196-0021　東京都昭島市武蔵野3-11-10
TEL:（042）546-1161（代表）　 FAX:（042）546-1107
URL　https://www.yac.co.jp

会社概要

役員・執行役員 （2025年3月31日現在）

商 号
英 文 表 示
本 社
設 立
資 本 金
従 業 員 数

ワイエイシイホールディングス株式会社
Y.A.C. HOLDINGS CO., LTD.
東京都昭島市武蔵野三丁目11番10号
1973年5月11日
2,801百万円
17名（連結832名）
（出向社員・契約社員等の臨時雇用者含まず）

代表取締役会長兼社長
取締役副社長
取締役専務執行役員
取締役常務執行役員
取締役執行役員
取締役
取締役
取締役
常勤監査役
監査役
監査役
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員

百瀬　武文
伊藤　利彦
大倉　章裕
畠山　督
西坂　昌伯
木船　常康
森林　育代
奥村　和仁
村上　二郎
高田　直規
飯田　哲郎
小林　英明
長尾　康司
白井　孝一
吉田　和彦
金　　敏秀
皆川　直人
花木　浩伸
関口　孝
青木　康浩
副島　幸雄
麻生　知徳
中津　純一

※社外取締役

※社外取締役

※社外取締役

※社外監査役

※社外監査役

会社概要（2025年3月31日現在） 株主メモ

1.株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券
会社等）で承ることとなっております。

　口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注
意ください。

２.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

３.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。
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